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１．問題と目的

　2017年３月に告示された小学校及び中学校の「学習指導要領」（以下，「新学習指導要領」）は，「社会

に開かれた教育課程」を基に教育課程の評価による改善を中心に学校教育の改革を進める基本的な立場

を明確に示した．また各教科等の資質・能力を明確にして，各学校で目指す資質・能力の育成を求めて

いることが大きな特徴といえる．そこでは教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成を企図した教

育課程編成が求められ，カリキュラム・マネジメントを駆使して，主体的・対話的で深い学びの実現を

目指すことになっている．一方で「各学校がその特色を生かして創意工夫を重ね，長年にわたり積み重

ねられてきた教育実践や学術研究の蓄積を生か」（学習指導要領前文）すことや「全く異なる指導方法

を導入しなければならないと捉える必要はない」，「授業の方法や技術の改善のみを意図するものではな

く」（『学習指導要領（平成29年告示）解説総則編』）等は，安心感を与える一方で，学校では何をどの

ように取り組んだらよいのか必ずしも明確になっていない状況もある．こうした背景から，本年度のア

ドバイザリースタッフ派遣事業１）に寄せられる要望の内，新学習指導要領の総則を中心とした「教科

等横断的な視点に立った資質・能力」，「カリキュラム・マネジメント」等が８回になっている（2020年

１月末現在）．

　本論は様々な概念から成る新学習指導要領についてその特徴を分析して，研修会への具体的提案とし

てどのような内容を提示するかについて明らかにすることを目的としている．令和元年度の沖縄県教育

庁島尻教育事務所主催の管理職等（校長・教頭・教務主任）研修会（以下，「管理職等研修会」）と宜野

１ 琉球大学大学院教育学研究科専門職学位課高度教職実践専攻
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教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成に向けた取組

―管理職等研修会と沖縄県宜野湾市立普天間第二小学校での取組を中心に―

白　尾　裕　志１

Training for upbringing of the quality and the ability by the way to interdisciplinary perspective.
―Focusing on an analysis of a management workshop and a workshop at Futenmadaini elementary school.―

Hiroshi SHIRAO１

要　約

　次期学習指導要領は小学校では2020年度から，中学校では2021年度からの完全実施となる．各学校や教育委員

会では完全実施に向けた研修等に力を入れ始めている．「社会に開かれた教育課程」「主体的・対話的で深い学び」

「カリキュラム・マネジメント」等の複数の概念から成る学習指導要領は，地域との連携・協働を基に計画，実践，

評価を通した教育課程の改善を軸に学校教育の充実を図るものである．次年度以降の完全実施に向けて学習指導

要領そのものの理解と準備について，目指す資質・能力の育成を踏まえた各学校の教育目標の明確化の手立てと

教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成を中心に本学のアドバイザリースタッフ派遣事業で行ってきた．

本論では沖縄県教育庁島尻教育事務所が主催する管理職等研修会と宜野湾市立普天間第二小学校での取組を手

掛かりに行った実践を基に成果と課題を示す．

キーワード：社会に開かれた教育課程　教科等横断的な視点　資質・能力の育成　カリキュラム・マネジメント
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湾市立普天間第二小学校での校内研修等２）での取組とそこでの成果と課題を基に検討する．

２．新学習指導要領の特徴

⑴　「前文」と「総則」が示す教育課程の方向性

　新学習指導要領には初めて「前文」が登場した．そこでは教育基本法に示す目標を達成するために，「持

続可能な社会の創り手となること」が必要であることと，そのために「社会に開かれた教育課程」の実

現を求めている３）．また続けて「各学校がその特色を生かして創意工夫を重ね，長年にわたり積み重ね

られてきた教育実践や学術研究の蓄積を生かしながら，児童や地域の現状や課題を捉え，家庭や地域社

会と協力して，学習指導要領を踏まえた教育活動の更なる充実を図っていくことも重要である」として，

これまでの教育実践を含めた研究の成果を生かすことを求めている．

　これを受けて「総則」では，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を通して，「知識

及び技能が習得されるようにすること」，「思考力，判断力，表現力等を育成すること」，「学びに向かう

力，人間性等を涵養すること」からなるいわゆる「資質・能力の三つの柱」のバランスを図りながら知・

徳・体からなる「生きる力」を育むこととされている．

　資質・能力の育成は，これを各学校の教育目標として明確化４）して，カリキュラム・マネジメント

を通して計画的に実践，評価，改善を進めることを求めている．また「教科等横断的な視点に立った資

質・能力」が求められており，これは「⑵教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成」で言及する．

　教育課程編成については「単元や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら，そのまとめ方や重

点の置き方に適切な工夫」を求め，合科的・関連的な指導の推進や学校段階間の接続への配慮が広がっ

たことも特徴であり，学年毎の内容の収まりではなく連続した資質・能力の育成が期待されている．

　さらに「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」では，各教科等の特質に応じた物事を

捉える視点や考え方としての「見方・考え方」を通した学習過程の重視，各教科等の特質に応じた国語

科を要とした言語活動の充実，「学習の見通しを立てたり学習したことを振り返ったりする活動」の工

夫等，学習方法に踏み込んだ示し方をしている．

　こうした背景には，教員の年齢構成の急激な変化も挙げられるが，学習指導要領が「学びの地図」と

しての役割を果たし，カリキュラム・マネジメントを通した教科等横断的な視点に立った資質・能力を

企図した教育課程によって「何を知り，何ができるか」を問われ，資質・能力としての定着を目指す能

力重視の傾向が明確になっていることを示している．

　これは吉富芳正５）（2016）が指摘した1951年版の学習指導要領での教育課程の定義「学校の指導のも

とに，実際に児童・生徒がもつところの教育的な諸経験，または，諸活動の全体を意味している」こと

が再認識されることにつながっている．カリキュラム・マネジメントは教育活動の結果，「実際に児童・

生徒がもつところの教育的な諸経験，または，諸活動の全体」としての資質・能力の育成を目指すから

である．これまで個々の子どもに任せていた学習内容の統合を学校教育全体と各教科等で目指す「資質・

能力」として示したことが新学習指導要領の最も大きな特徴といえる．

⑵　教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成

　新学習指導要領が「教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成」で目指す資質・能力は，「学習

の基盤となる資質・能力」と「現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力」である６）．

　「学習の基盤となる資質・能力」は言語能力や情報活用能力，問題発見・解決能力等のことで「各教

科等の特質を生かし，教科等横断的な視点から教育課程の編成を図るもの」とされている．これは，各

教科等の特色を生かしたそれぞれの授業改善や充実を図りながら，そこで求める資質・能力としての言

語能力や情報活用能力，問題発見・解決能力等がそれぞれの教科等及び他の教科等での育成が可能であ
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ることから教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成とし

て求められている（図１～３）．言い換えれば，一教科等で授

業改善を行いながら進めることには従来と変わりはなく，た

だし教科等横断的な資質・能力の育成を意識した授業を展開

することになる．言語能力，情報活用能力といった「学習の

基盤となる資質・能力」である以上，知識・技能の習得過程

を含めた思考力・判断力・表現力等の活用の場が中心になる

と考えられる．

　「現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力」は環境

問題等の現代的な諸課題を題材としたもの７）で，これも「各

教科等の特質を生かし，教科等横断的な視点から教育課程の編

成を図るもの」とされている．各教科等で現代的な諸課題を題

材として活用した授業の充実を図りながら，そこの題材の問題

解決を通して必要な資質・能力をそれぞれの教科等での育成が

可能であることから教科等横断的な視点に立った資質・能力の

育成として求められている．例えば環境学習を国語科の説明文

で扱い，社会科や総合的な学習の時間の環境問題に関わる単元

に合わせて資質・能力の育成を図るものである（図４）．

３．研修会での取組

⑴　島尻地区管理職等研修会

　令和元年度の島尻教育事務所主催の管理職等（校長・教頭・

教務主任）研修会は以下の３回実施され，下記の演題で講演した．

　①　５月28日（金）：校長研修会

演題「新学習指導要領実施で求められる校長のリーダー

シップとマネジメント術～グランドデザインとカリキュ

ラム・マネジメントの視点から～」

　②　６月27日（金）：教頭研修会

演題「新学習指導要領実施で求められる教頭のリーダー

シップとマネジメント術～グランドデザインとカリキュ

ラム・マネジメントの視点から～」

　③　７月８日（月）：教務主任研修会

演題「新学習指導要領実施で求められる教務主任の企画・

調整力～カリキュラム・マネジメントの視点から～」

　管理職等研修会を計画するにあたり，島尻教育事務所と打ち合わせを進めた中で確認した課題点は，

「カリキュラム・マネジメントにおける管理職等の役割の明確化」「カリキュラム・マネジメントへの

教職員への参画」「目指す子供像の全職員での共有」であった．それらを踏まえ，管理職等研修会では，

まず新学習指導要領の総則を中心とした構造的な理解と次にカリキュラム・マネジメントがこれまで各

学校で取り組んできた教育実践の中で経験し，蓄積されたものであることを教職員相互に確認して，資

質・能力の育成の観点から教育実践の蓄積を見直すことで，子どもにどのような力を育てることにつな

がっていたのかを確認することに重点を置いた．

図１

図２

図３

図４
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　各管理職等研修会は島尻教育事務所が掲げる次のねらいをもって実施された．

校長研修会のねらい

　新学習指導要領の完全実施に向けて，校長のリーダーシップとマネジメント術について，カリキュ

ラム・マネジメントの視点から研究を深め校長の経営力を高めたい．具体的には，校長としてリー

ダーシップを発揮し，目指す児童生徒像を共有してどのような学校の全体計画（グランドデザイン）

を描くか，そしてどのようにして教職員を参画させ組織的に取り組むか等，児童生徒の資質・能力

を育むためのカリキュラム・マネジメントの視点から校長の役割を講話や協議を通して共有したい．

　校長研修会では，中央教育審議会答申「新しい時代の教育

や地方創生の実現に向けた学校と地域の連携・協働の在り

方と今後の推進方策について」（2015年12月）を示し，制度

上は新学習指導要領に「社会に開かれた教育課程」での地

域との連携・協働が全ての公立学校のコミュニティ・スクー

ル化が前提であることを示した（図５）．また各学校の教育

課程が従来通り教育活動の全体（基準・計画・実施内容・方法）

を示すものであることに変わりはなく，地域との協働・連携

を具体的に提示することと併せて，児童・生徒が学習した教

育的諸経験（成果等）を「見える化」するために目指す資質・

能力の育成を踏まえた各学校の教育目標の明確化が求めら

れていることを示した．

　またカリキュラム・マネジメントでの教職員の参画や目指

す子供像の全職員での共有については，まず学習指導要領

の全体像を示し（図６），カリキュラム・マネジメントが校

長の方針の下に分担，連携しながら進めることであること

を確認し，その上で教科等横断的な視点に立った資質・能

力の育成に向けたカリキュラム・マネジメントの主体が教

諭や学年であることを示した（図７）．

　さらに次の２点を特に具体的な視点として示した．

１）従来の教育実践を資質・能力の育成の観点から見

直し，実践を振り返ることで新学習指導要領の取組

が全く新しいことではないことの確認.

　例として小学校１年生の国語教材「はたらくじどう車」（教

育出版）や「じどう車くらべ」（光村図書）など説明文の初

歩的な段階の指導に合わせた図工での「はたらくじどう車」

の絵画，体育の「表現リズムあそび」として「はたらくじ

どう車」を取り入れたり，生活科の「身近な人々，社会及び

自然と関わる活動に関する内容」としてバスを取り上げたりすることは，これまでも実践されてきた．

こうした取組は，学習対象が同じで，教科の特質を生かした活動（迫り方・表現の仕方等）は異なるが，

共通する対象をとらえて，思考し，判断し表現する活動を通して，知識にかかわる気付きや表現方法と
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